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「私たちの健康は私たちの手で」

―私たちはボランティア精神に徹し
このスローガンの実現に努めます―

１．栄養・運動・休養のバランスのよい生活習慣の推進に努めましょう

２．幼児期から高齢者まで年代に応じた食育の推進に努めましょう

３．生活習慣病予防で健康寿命の延伸を図りましょう

４．ボランティア精神に徹し、組織強化を図りましょう



１．生活習慣を見直しメタボリックシンドローム・ロコモテ

ィブシンドロームの予防に努めましょう

２．運動習慣を定着させるため、今より１日1,500歩増やしま

しょう

３．子どもから大人まで各年代にあった食育活動を始

めましょう

４．食事バランスガイドを地域に広めましょう

５．地域の食文化と健康づくりのために、富山型食生活を普

及しましょう

６．健康で活力ある地域づくりに努めましょう

７．環境に配慮したエコクッキングの推進に努めましょう



１．富山県受託事業

（１）健康づくり食生活改善実践講習会生活習慣病予防

（２）三世代ふれあい食育クッキングセミナー

（３）富山型食生活普及事業

・富山型食生活普及市町村中央研修会

・いきいきとやま食育クッキング

（４）健康バランス体感セミナー

（新川厚生センター管内４市町持ちまわり 年各１回）

（５）いきいきとやま健康と長寿の祭典 ブース運営

（６）熱中症予防 パンフレット配布



２．日本食生活協会受託事業

（１）生涯骨太クッキング

（２）おやこの食育教室

（３）高齢者向けの事業

（低栄養・ロコモ・認知症予防教室）

（４）男性のための料理教室

（５）生活習慣病予防減塩推進スキルアップ事業

平成25～27年度までTUNAGU（繋ぐ）パートナーシップ事業

「家庭訪問による味噌汁の塩分チェックと野菜あと一皿の普及活動」



１．食生活改善PR・食育推進事業

・生活習慣病予防の料理研修会＆会員親睦会

・地区別健康・食育サロン

２．視察研修

・県内外視察研修・会員親睦会

３．男性料理教室

４．高校生の食育教室

５．小学生親子料理コンクール

６．講演会

７．その他各市町村協議会で地域の特性に合わせた事業を行う

３．独自事業
食生活改善推進員としての自覚を持ち、地域の食育リーダーとし
て自信をもって活動ができるよう、推進員相互の連携と知識や資質
の向上のために研修会を行っています。



１ 健康づくり食生活改善実践講習会 県受託事業

平成２７年度まで、各市町村において生活習慣病予防のための
健康づくり食生活改善講習会を、年間延べ１００回行っています。

平成２８年度から新規事業として「減塩」と「野菜もう１皿」を重点テ
ーマとして家庭訪問による味噌汁の塩分チェックなどを行い、減塩・
野菜３５０ｇ以上摂取の普及啓発に努めています。

（１５市町村 約４，０００軒 推進員３，７５０名参加

１５市町村 １００回 一般３，０９２名 推進員５４６名参加



２ 健康づくり食生活指導者育成講習会

県内１５市町村より推進員リーダーが集まり、県民の健康の現状や富山

県の目指す健康づくりについて、また、日本食生活協会の活動方針や事
業説明、理事会や総会等の報告を行い、事業の周知と理解を図っていま
す。
参加者による全国大会やブロック研修会の報告も行います。

また、各市町村の活動発表やグループ討議等で情報交換をし、リーダー
の資質の向上と実践力を培うことを目的に研修を行っています。

１回 １５市町村より 推進員４３名・行政１５名 参加
２回 １５市町村より 推進員４２名・行政 ５名 参加



３ 三世代ふれあいクッキングセミナー
・祖父母・親・子が共に健康について学習し、調理実習を通じて

家族や地域に健康の輪を広げ、ライフステージに応じた健康づ

くりを行っています。

１５市町村 １０１回
祖父母１，７８４名 親８３７名 子ども１．１２５名 推進員６０８名 参加



（１）楽しく買い物～歩いて行きましょう～

富山の郷土料理を次世代に伝承し料理を作ってくれた人や自
然に感謝し、食べ物を大切にする心、「もったいない」という気持
ちを伝えて、健康的で地球に優しいエコクッキングを広めていま
す。そして誰もが自分で自分の健康を守り、豊かで健やかな食
生活をおくることができる力を育てるよう努めています。

●健康づくりのために、歩いて買い物に行くこ
とで歩数を増やせます。

●歩くことはからだに無理な負担がかからない
理想的な運動。体力の向上はもちろん、
生活習慣病の予防や
骨粗しょう症の予防
心肺機能の向上も期待できます。

３ 三世代ふれあいクッキングセミナー



●富山県は全国に先駆けて平成２０年４月から『レジ袋無料配布廃止』の取
組みを県内全域でスタートしました。

●取組みから７年が経過した現在、マイバッグ持参率が９５％と高い水準を維
持し、取組みの定着・拡大が見られています。

●この取組みは、ごみや二酸化炭素排出量の削減につながり、開始から平
成２７年３月までの７年間で、レジ袋約１０億８千万枚が削減され、ごみや二
酸化炭素排出量の削減につながっています。

３ 三世代ふれあいクッキングセミナー

（２）エコ（マイ）バッグを忘れずに持ちましょう



●冷蔵庫の中を点検してから出かけましょう。冷蔵庫にあるのに、安いからと
余分に買い過ぎないように注意しましょう。

●まだ食べられるのに捨ててしまう、食品ロスが深刻化しています。
その量は年間５００～８００万トンです。
１人当たり毎日１～２個のおにぎりを捨てている計算になります。
作りすぎず、自分や家族にあった食事の量を作るように心がけましょう。

●詰め替え商品や簡易包装のもの、またできるだけエコマーク商品を使うよ
うにしましょう。

●旬の野菜や魚・果物を選びましょう。地産地消で季節を感じましょう。旬の
食材は栄養価も高く美味しいです。

（３）買いすぎ・作りすぎに注意しましょう

３ 三世代ふれあいクッキングセミナー



（４）エコクッキングしましょう！ 骨も捨てずに一品料理

３ 三世代ふれあい食育クッキングセミナー

すり身に使った 魚の骨の素揚げ

三枚におろした
鯵のざん（骨や頭など）の味噌汁

バランスガイドを参考にしましょう。
自分ににあった食事の量を知りましょう



４ 富山型食生活普及事業

(1)富山型食生活普及市町村中央研修会（推進員対象）

(2)いきいきとやま食育クッキング（一般対象）

●富山型食生活とは
富山の米と富山の新鮮な魚介、野菜、肉など、旬の地場産
食材を使い、地域の伝統的な食文化を活かし、栄養バラン
スの良い食生活をすることです。

と

や

ま

富山の米と

野菜・魚を中心に

まんべんなく食べよう 富山型食生活！

１５市町村 ２６回 推進員７６２名 参加



いもかいもち かぶら寿し べっこう焼き付け

●富山型食生活のポイント

①栄養バランスの改善

②旬の地場産食材の活用

③優れた食文化の継承・創造

●ご飯を中心としたバランスの良い食事

●富山ならではの高品質で新鮮な食材の活用

●伝統料理を継承し、創造していくことは、地域への愛着を深めるとともに、
豊かな感性が育ちます。

④家族そろった食事

●挨拶と楽しい会話によって、食に対する感謝や豊かな人間性が育みます。



5 とやま健康サポートレシピ推進事業

推進員 ２００名 一般 約５００名 参加

ライフステージに応じた食に関する健康づくりに効果的な
レシピを作成し、健康寿命の延伸と食品ロス発生抑制を図る。

健康と長寿の祭典にてPR
●１日に必要とされる３５０ｇの
野菜を計ってみよう！

●食品ロスについて考えよう！



● 昭和３０年ごろから 活動がはじまった 全国的な組織
富山県は昭和４７年に設立されています。富山県の推進員数は現
在、３，７５０名 全国では約１５万名です。
それぞれ、年６回～１０回の研修を終えたものが会員として
登録し、会費を納めて活動をしています。

● スローガン ～私たちの健康は私たちの手で～
幼児から高齢者までを対象として、「親子の食育教室」や「生

活習慣病の予防」について、また、「元気高齢者の食生活」など
の講座を開催し 調理実習を行っています。

うす味で栄養バランスの良い食生活を推進し､食生活の大切さ
と健康づくりのための啓発活動を行うことを目的としています。



● 地域の食文化を伝えます
富山の伝統料理を 次の世代へ伝承し、料理を作る楽しさ・自然の恵み

や作った人への感謝、食べ物を大切にする心を伝えています。

● 地域に健康づくりの輪をひろげます
１．幼児から中学生に向けて
早寝早起き朝ごはん・子どもの食育

２．高校生から成人一般に向けて
バランス食と運動習慣でメタボリック症候群予防

３．高齢者に向けて
十分な栄養摂取と軽い運動で介護予防・ロコモティブ症候群予防！

● エコクッキングを推進します

・地元で取れた新鮮な旬の食材を選び、必要量だけ購入しましょう
・料理は作りすぎず、自分や家族にあった量を作りましょう
・野菜の皮や芯まで無駄なく使い、生ゴミを減らしましょう



これからも推進員一同 地域に健康づくりの輪を
広げていきたいと思っています。

今後ともよろしくお願い致します。



ご静聴いただき
ありがとうございました。


